
特集 インフルエンザについて
　新型コロナウイルス感染症（第９波）の流行も落ち着きを見せ始めていますが、

入れ替わるように季節外れのインフルエンザが全国的に流行しています。インフル

エンザは例年、５月頃には終息しその年の11月下旬頃より再び流行し始めます。し

かし、今年は夏を過ぎても流行が終息していません。大分県感染症発生動向調査の

インフルエンザ定点でも流行の目安となる定点１を下回ったのは、今年は第18週

（５月１日～５月７日）の一度しかなく、９月27日には定点10を超え注意報が発令さ

れました。平年よりも２ヵ月以上早く、調査開始以来最速の発令となっています。

　なぜ、このような状況が起きているのかはっきりしたことはわかっていません

が、考えられている事として、季節が逆の南半球ではインフルエンザが大流行して

います。新型コロナウイルスの感染対策緩和に伴い人の往来が回復したことで、イ

ンフルエンザウイルスが国内に持ち込まれたと考えられています。更に、ここ３年

間大きなインフルエンザの流行が無かったことから、免疫が低下していることもひ

とつの要因といわれています。

　インフルエンザに罹らないためにも、私たち一人ひとりが積極的に大分県の示す

「４つのお願い」に取り組み、感染予防に努めていくことが大切です。

① 大分大学 消化器内科学講座　　 ② 消化器内科　　 ③ 日進月歩

④ 映画鑑賞　　 ⑤ 患者様に寄り添った医療を目指します。


